
館山法人会報
  TATEYAMA　HO-JIN　KAIHOU　

法人会の「理念」
法人会は税のオピニオンリーダーとして
企業の発展を支援し　地域の振興に寄与し
国と社会の繁栄に貢献する
経営者の団体である

● 第49回定時総会・表彰　● 館山税務懇話会例会　
● 館山税務署人事異動・署長挨拶ほか　● 令和４年度税制改正要望　
● 理事会・委員会・部会の動き　● 税務署からのお知らせ　　
● 健康コーナー「正しい「腸活」を習慣づけて」
● 一日人間ドックのお知らせ　

←法人税確定申告書提出の会員の方は、このシール
を切り取り決算書の別表右下欄に貼付して提出して
下さい。
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総
会
時
に
合
わ
せ
例
年
実
施
し

て
い
る
記
念
講
演
会
は
、
一
般
住

民
も
聴
講
可
能
で
あ
り
、
有
意
義

な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

や
む
な
く
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
長

の
み
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
、
会

員
の
方
々
の
大
多
数
が
委
任
状
で

の
対
応
と
な
り
、
ご
く
少
数
で
の

定
時
総
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
例
年
実

施
し
て
い
ま
し
た
懇
談
会
に
つ
い

て
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

公
益
社
団
法
人
館
山
法
人
会
の

第
49
回
定
時
総
会
が
６
月
９
日
、

夕
日
海
岸
昇
鶴
で
開
か
れ
ま
し

た
。
ま
ず
、
本
間
亨
会
長
が
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の

中
、
総
会
が
無
事
開
催
で
き
た
こ

と
を
感
謝
す
る
、
私
ど
も
館
山
法

人
会
は
、
法
人
会
の
理
念
の
も
と

今
後
も
事
業
を
推
進
し
て
い
く
、

一
昨
年
は
台
風
、
昨
年
か
ら
コ
ロ

ナ
に
よ
り
、様
々
な
事
業
が
中
止
・

縮
小
さ
れ
、
社
会
貢
献
の
若
潮
マ

ラ
ソ
ン
大
会
も
中
止
と
な
っ
た
、

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

な
ど
に
よ
り
そ
の
都
度
事
業
実
施

の
判
断
を
し
な
が
ら
、
よ
き
経
営

者
を
め
ざ
す
も
の
の
団
体
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と

めざします　企業の繁栄と社会への貢献

令
和
３
年
６
月
９
日　

夕
日
海
岸
昇
鶴

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

会
長
に
本
間
亨
氏

令和３年度

第
四
十
九
回
定
時
総
会

―
全
議
案
承
認
可
決
―

総
会
議
案

第
１
号
議
案　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案　

令
和
２
年
度
収
支
決
算
報
告
承
認
の
件
、

　
　
　
　
　
　

監
査
報
告

第
３
号
議
案　

役
員
改
選
の
件

報
告
事
項

令
和
３
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
件

定時総会

挨
拶
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、

令
和
２
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算

を
原
案
ど
お
り
承

認
し
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
の
選

任
を
行
っ
た
後
、

理
事
会
承
認
事
項

で
あ
る
令
和
３
年

度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
案
を
報
告

し
、議
事
が
終
了
。

　

こ
の
後
、
会
員

増
強
協
力
者
へ
感

謝
状
、
会
員
増
強

優
秀
者
へ
表
彰
状

を
贈
る
た
め
、
表

公
益
社
団
法
人
　
館
山
法
人
会
　

    

会
　
長
　
　

本  

間
　
　
亨

彰
式
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
や
は
り
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
な
ど
か
ら
、
受
彰
者
の
披
露
を

行
う
に
と
ど
め
ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
の
三
島
館
山
税
務

署
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
定
時
総

会
は
終
了
し
ま
し
た
。
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感
謝
状
・
表
彰
状
の
贈
呈（
順
不
同
・
敬
称
略
）

一
、公
益
社
団
法
人
館
山
法
人
会
会
長
感
謝
状　
　
　

　
（
１
）退
任
役
員

　
　
　
　
石
渡　

和
男（
常
任
理
事
）

　
　
　
　

湯
澤　

宏
子（
常
任
理
事
）

　
　
　
　

服
部　

克
巳（
監
事
）

　
　
　
　

池
田　

亮
惇（
監
事
）

　
（
２
）会
員
増
強
協
力

　
　
　
　
小
倉　

信
雄（
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
）

二
、公
益
社
団
法
人
館
山
法
人
会
会
長
表
彰
状

　
　
会
員
増
強
優
秀
者

　
　
（
ア
）支
部・部
会

　
　
　
　

青
年
部
会
（
部
会
長　

鈴
木　

誠
一
）

　
　
　
　

女
性
部
会
（
部
会
長　

清
宮　

和
子
）

　
　
（
イ
）役
員・個
人

　
　
　
　

柴
田　

栄
樹
（
常
任
理
事
）

　
　
　
　

齋
藤　

守
彦
（
常
任
理
事
）

退
任
役
員
４
名
、会
員
増
強
協
力
、

優
秀
者
５
名
に
感
謝
状
・
表
彰
状

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
多
年
に
わ
た
る
法
人
会
活
動
の
ご
功
績
に
対
し
、次
の
三

氏
が
全
法
連
会
長
表
彰
及
び
県
法
連
会
長
表
彰
を
受
彰
さ

れ
ま
し
た
。

全
法
連
会
長
表
彰

県
法
連
会
長
表
彰

川名　光俊
（株）清水屋商店　

代表取締役

田原　智之
鴨川市漁業協同組合

　参事

濵島　修
（株）浜島製作所　
代表取締役

　

長
年
法
人
会
に
貢
献
さ
れ
退
任
さ
れ
た
方
、
会

員
増
強
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
、
会
員
増
強

優
秀
者
に
感
謝
状
、
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
、
お

贈
り
し
ま
し
た
。

　

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  
表    

彰  

インターネットでセミナー 受講インターネットでセミナー 受講
　館山市法人会のホームページ（http://www.tateyama-houjinkai.or.jp/）から無料でセミナーが
ご覧いただけます。忙しくてセミナーや研修会に参加できない方など最適で、映像と音声による本格的
なセミナーです。勉強会（社内研修）や経営者の自己研鑽などにご活用ください。法人会会員の場合、
会員専用 IDとパスワードを入れてログインすれば、より多くのコンテンツが視聴できます。
　お問い合わせは法人会事務局まで。（電話：０４７０ー２２ー１３８９）
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➡➡インボイス制度については次頁をご覧ください。インボイス制度については次頁をご覧ください。
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館
山
税
務
懇
話
会（
本
間
亨
会
長
）

主
催
に
よ
り
例
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
館
山
税
務
署
７
月
人
事
異
動
に

伴
う
歓
迎
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

昨
年
に
引
き
続
き
開
催
を
取
り
や
め

ま
し
た
。
代
わ
り
に
、
８
月
５
日
夕

日
海
岸
昇
鶴
で
懇
話
会
各
団
体
の
代

表
者
と
税
務
署
新
幹
部
に
よ
り
、
お

互
い
の
紹
介
と
意
見
交
換
の
み
を
行

い
、
納
税
推
進
へ
お
互
い
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

館
山
税
務
署
７
月
人
事
異
動

館
山
税
務
署
７
月
人
事
異
動

中
澤
署
長
ら
新
幹
部
を
迎
え
て

三
島
署
長
は
国
税
局
調
査
第
４
部
調
査
統
括
課

          　
　
　
　
　

調
査
第
44
部
門
統
括
調
査
官
へ
栄
転

後
任
中
澤
署
長
は
財
務
省
主
税
局
総
務
課
主
税
調
査
官
か
ら
着
任

　
館
山
税
務
署
で
７
月
10
日
付
の
人
事
異
動
が
あ
り
，
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
三
島
敏
彦
署
長
は
国
税

局
調
査
第
４
部
調
査
統
括
課
調
査
第
44
部
門
統
括
調
査
官
と
し
て
栄
転
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
の
影
響
で
、
実
施
事
業
が
少
な
い
中
で
の
署
長
卓
話
は
、
体
験
を
踏
ま
え
て
預
金
保

険
機
構
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
な
ど
好
評
で
し
た
。
ご
指
導
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
後
任
に
は
、
財
務
省
主
税
局
総
務
課
主
税
調
査
官
か
ら
、
中
澤
弘
治
署
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
藤
井
雅
英
法
人
第
１
部
門
統
括
官
は
留
任
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

館山税務懇話会
＝納税協力 10団体＝

公益社団法人
館山法人会 本 間　 亨

一般社団法人
館山青色申告会 小 芝　 幸 一

千葉県税理士会
館山支部 佐 藤　 裕 介

館 山 間 税 会 本 橋　 亮 一

館山税務署管内
納税貯蓄組合連合会 鈴 木　 亮 二

千葉県酒造組合
安房支部 亀 田　 雄 司

館 山 商 工 会 議 所 石 渡　 和 男

安房郡市
商工会長協議会 鈴 木　 克 哉

館山小売酒販組合 今 井　 義 明

千葉県卸酒販組合
安房支部 川 名　 光 俊

　
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本
間

会
長
が
、
税
務
署
新
体
制
へ
期
待
と

歓
迎
の
こ
と
ば
。「
私
共
の
団
体
は

納
税
思
想
の
高
揚
を
図
る
納
税
協
力

団
体
と
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

で
は
あ
る
が
、
各
団
体
間
で
連
携
を

図
り
、
会
の
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。
着
任
さ
れ
た
税
務
署
の
皆
様

は
初
め
て
の
方
が
多
い
と
思
う
が
、

こ
の
地
域
で
有
意
義
に
過
ご
し
て
い

た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
。

　
続
い
て
中
澤
弘
治
新
署
長
が
「
常

日
頃
、
税
務
行
政
に
ご
理
解
ご
協
力

を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
前

任
に
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
地
域
の
様
々
な
行
事
が
コ
ロ

ナ
禍
で
実
施
さ
れ
ず
残
念
で
あ
る

が
、
自
然
・
食
な
ど
素
晴
ら
し
い
地

域
だ
と
聞
い
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
足

を
運
ん
で
地
域
を
よ
く
理
解
し
て
過

ご
し
て
い
き
た
い
。
税
務
行
政
に
つ

い
て
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
会
の
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
着
任
の

あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
後
、
お
互
い
の
紹
介
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

税務懇話会会長挨拶

税務懇話会署長挨拶
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ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
国
民
に
と
っ
て

利
便
性
が
高
く
、
か
つ
、
適
正
・
公

平
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
税
務
相
談
や
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
推
進
な
ど

の
取
組
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
申
請
・
届
出
の
簡
素
化
や
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
と
の
連
携
で
利
便
性
を

向
上
し
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

館
山
法
人
会
で
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の

利
用
促
進
に
会
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
た
結
果
、
東
京
国
税
局

管
内
で
も
高
い
利
用
率
と
な
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
個
人

の
所
得
税
の
確
定
申
告
で
は
、
マ
イ

ナ
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
を
導
入
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
状
況
に
応
じ
て
、
い
ず
れ
か

便
利
な
方
法
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
更
な
る

利
用
推
進
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

消
費
税
に
関
し
ま
し
て
は
、
本
年

10
月
1
日
か
ら
適
格
請
求
書
、
い
わ

ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
事
業
者
登

録
申
請
書
の
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

本
申
請
は
、
令
和
５
年
10
月
１
日
よ

り
開
始
さ
れ
る
適
格
請
求
書
保
存
方

式
に
お
け
る
適
格
請
求
書
を
発
行
す

離
任
の
あ
い
さ
つ

前館山税務署長

三島　敏彦

　

秋
暑
の
候
、
公
益
社
団
法
人
館
山

法
人
会
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
こ
の
７
月
９
日
を

も
ち
ま
し
て
、
館
山
署
を
離
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
思
い
出
深
い
こ

の
安
房
の
地
を
離
れ
る
こ
と
の
寂
し

さ
を
痛
感
す
る
と
共
に
、
館
山
で
の

新
生
活
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
着
任

し
た
１
年
前
の
こ
と
を
遠
い
昔
の
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

在
任
期
間
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
こ
こ
安

房
地
域
で
も
様
々
な
行
事
が
中
止
に

な
る
な
ど
の
影
響
が
あ
り
、
本
来
な

ら
ば
会
員
の
皆
様
に
お
会
い
で
き
た

で
あ
ろ
う
機
会
も
失
わ
れ
た
１
年
で

し
た
が
、
皆
様
の
お
陰
を
も
ち
ま
し

て
無
事
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
本
間
会

長
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様

の
税
務
行
政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解

と
多
大
な
る
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

館
山
法
人
会
は
「
よ
き
経
営
者
を

目
指
す
も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
租

着
任
の
あ
い
さ
つ

館山税務署長

中澤　弘治

　

残
暑
厳
し
き
折
、
公
益
社
団
法
人

館
山
法
人
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
７
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
財

務
省
主
税
局
か
ら
館
山
税
務
署
長
と

し
て
参
り
ま
し
た
中
澤
弘
治
で
ご
ざ

い
ま
す
。
三
島
前
署
長
と
同
様
に
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
度
は
本
会
報
を
通
じ
ま
し
て
会
員

の
皆
様
方
に
ご
挨
拶
で
き
る
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
光
栄
に
存
じ

ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
館
山
法
人
会
の
皆

様
に
は
、
平
素
よ
り
税
務
行
政
に
対

し
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協

力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
間
会
長
を
は

じ
め
、
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方

が
長
年
に
わ
た
り
意
欲
的
に
会
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
租
税
教

育
や
地
域
社
会
・
経
済
の
発
展
の
ほ

か
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
執
行
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
伺
っ

て
お
り
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
残
念
な
が
ら
事

業
活
動
を
大
幅
に
制
限
す
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

本
年
度
は
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
や
「
南
房
総
市
産
業

ま
つ
り
」
で
の
税
金
ク
イ
ズ
の
実
施

な
ど
様
々
な
活
動
を
企
画
さ
れ
て
い

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策
に
十

分
に
配
慮
し
た
上
で
の
無
理
の
な
い

範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が
大
前
提
で
は

あ
り
ま
す
が
、
多
様
で
活
発
な
事
業

活
動
を
展
開
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
経

済
活
動
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

だ
け
で
な
く
、
新
し
い
生
活
様
式
の

必
要
に
迫
ら
れ
た
こ
と
を
１
つ
の
契

機
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ

り
サ
ー
ビ
ス
や
仕
事
の
あ
り
方
を

変
革
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推
進
す
る

動
き
が
加
速
す
る
な
ど
、
大
き
な
変

化
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
事

業
経
営
に
携
わ
る
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
大
変
ご
苦
労
の
多
い
こ

と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
下
、
国

税
庁
で
は
、「
納
税
者
利
便
性
の
向
上
」

と
「
課
税
・
徴
収
の
効
率
化
・
高
度
化
」

を
二
本
柱
と
し
つ
つ
、「
あ
ら
ゆ
る
税

務
手
続
き
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で

き
る
社
会
」
を
将
来
的
な
目
標
と
し

た
「
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、

今
後
も
皆
様
と
の
連
携
・
協
調
を
密

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
制
度

の
周
知
・
広
報
を
実
施
す
る
な
ど
、

き
め
細
か
い
対
応
を
行
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

当
署
管
内
で
あ
り
ま
す
安
房
の
国

は
、
温
暖
な
気
候
の
下
で
、
豊
か
な

自
然
が
四
季
折
々
に
見
せ
る
美
し
い

表
情
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
、
海

の
幸
に
も
山
の
幸
に
も
恵
ま
れ
る
と

と
も
に
、
歴
史
と
伝
統
に
富
み
、
風

光
明
媚
な
景
勝
地
や
人
情
味
に
溢
れ

る
魅
惑
的
な
土
地
柄
で
あ
る
と
着
任

早
々
に
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
環
境
の
下
で
職

務
に
就
け
る
こ
と
の
格
別
の
喜
び
を

享
受
し
つ
つ
、
会
員
の
皆
様
の
ご
期

待
に
沿
え
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
か
ら
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
館
山
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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税
の
啓
蒙
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
税
知

識
の
普
及
・
納
税
意
識
の
高
揚
、
地

域
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
昨
年
は
残
念
な

が
ら
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

南
房
総
市
産
業
ま
つ
り
の
税
金
ク
イ

ズ
や
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
、
若

潮
マ
ラ
ソ
ン
で
の
社
会
貢
献
活
動
を

は
じ
め
と
し
た
大
変
意
義
の
あ
る
活

動
を
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
活
動
を
展
開
さ
れ

る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

館
山
法
人
会
は
、
全
国
的
に
も
高

い
加
入
率
を
誇
り
、
会
員
の
皆
さ
ま

の
優
れ
た
団
結
力
と
組
織
力
を
有
し

て
お
り
ま
す
。
事
業
活
動
が
制
限
さ

れ
る
な
ど
困
難
な
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
の
創
意
工
夫
と

地
域
の
絆
で
乗
り
越
え
て
い
か
れ
る

こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
各
支
部
の
皆
様

に
お
会
い
し
て
感
謝
の
意
を
お
伝
え

さ
せ
て
頂
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
書
面
で

の
ご
あ
い
さ
つ
と
な
る
こ
と
を
お
詫

び
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
と
も
に
、
後

任
の
中
澤
署
長
に
も
皆
様
方
の
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
館
山
法

人
会
の
益
々
の
ご
発
展
、
会
員
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
、
並
び
に
ご
事
業
の

ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
一
年

間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

館山署新体制プロフィール ①前任部署　②出身地　③趣味

署　長

①財務省・主税局・　
　主税調査官
②東京都
③ゴルフ・野球

中澤　弘治土田　英樹
①留任
②神奈川県
③ウォーキング

徴収部門
統括国税徴収官

藤井　雅英
①留任
②長野県
③カラオケ

法人課税第１部門
統括国税調査官

鈴木　陽子
①留任
②千葉県
③読書・水泳

管理運営部門
統括国税徴収官

山口　　剛
①中野・資産・統括官
②青森県
③スポーツ観戦

資産課税部門
統括国税調査官

坊野　武彦
①留任
②鹿児島県
③サーフィン

総務課長

中山　信之
①市川・法人・上席
　国税調査官
②福岡県
③散歩

法人課税第２部門
統括国税調査官

小原田康仁
①市川・個人・統括官
②千葉県
③山登り

個人課税部門
統括国税調査官

三棹　貴史
①留任
②岡山県
③読書

法人課税第１部門
（審理担当）

鈴木　康久
①千葉西・総務係長
②千葉県
③映画鑑賞

総務係長
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令和４年度 税制改正要望 公平で健全な税制の実現を目指して中小企業の活性化につながる
税制の提言を千葉県連を通じて全法連へ提出

総　論
　少子高齢化により社会保障の財源の不足が見込まれており、今後も急激な増加が想定されることから、長期的視野のもと
持続可能な税制の構築を求める。
　また、日本の国民負担率は、諸外国と比べ低いのが現状となっており、日本の財政や社会保障の仕組みを持続的なものと
していくために、消費税増税などの国民に痛みを伴う負担増についてもさらに議論していくとともに、歳出削減を含めた行財
政改革や消費税増税による歳入の使途を明確にし、広報することにより、国民の間に広がっている行政に対する不信感や世
代間の将来に対する負担増による不公平感の払拭をし、行政の信頼の回復を求める。
　加えて、新型コロナウイルス感染症の影響による担税力や資力の低下を考慮した納税環境を確立するとともに、税を財源
とする補助金交付等の政策の実施にあたっては、対象が特定の業種に集中するなどの不公平が生じないような配慮を求める。

提言内容
テーマ・税　目 課　　　　　　題

相続税・贈与税関係 事業承継関連
租税特別措置法第７０条の７等

　我が国における中小企業は、国や地域経済の基盤を支える存在であり、さらには雇用の受け皿として極めて重要な役割を
担っており、経営者の高齢化に伴い事業承継できずに廃業となると大きな損失となる。中小企業の安定的な経営・発展を図
るためにも、一定の要件を定め、非上場株式等に限らず真に必要な事業承継資産全般を対象とした、現在よりも簡素な手続
きでの納税の猶予を求める。
　また、事業承継者にとっては納税の猶予は問題の先送りに過ぎず、承継後も将来的な税負担の不安が付き纏うこととなる。
このような制度では、円滑な事業の承継を後押しすることはできないため、承継後の事業継続年数などを条件とした猶予税
額免除制度の制定を求める。

提言内容
テーマ・税　目 課　　　　　　題

法人税関係
交際費
租税特別措置法第６１条の４
同法施行令第３７条の５

　交際費の損金不算入制度は、冗費を節約し法人の経営体質を改善することや、過剰な接待・供応により公正な取引が歪め
られることの防止をその趣旨としている。その基準のひとつとして、いわゆる5,000 円ルールが存在するが、現在の物価では、
5,000 円が企業の経営や公正な取引を脅かすか否かの線引きとして機能しているとは考えられない。よって、現代の物価を反
映した基準金額を新たに設定することを求める。

提言内容
テーマ・税　目 課　　　　　　題

法人税関係 法人税法第６６条
租税特別措置法第４２条の３の２

　法人税率等の引き下げにより、実効税率は20％台になったものの、依然、諸外国と比較して高い水準にある。諸外国におい
ても自国に法人を誘致するために法人税率を引き下げる傾向にあり、我が国においても更なる実効税率の引き下げを求める。
　また、中小企業の資本等の充実、経営の発展のために、法人税率の特例の対象となる所得金額の拡大と税率の引き下げを求
める。

提言内容
テーマ・税　目 課　　　　　　題

法人税関係 収益計上
法人税法第２２条

　法人税法における収益の計上時期は実現主義によることとされている。したがって、持続化給付金のような補助金は交付決定
日の属する事業年度の収益となる。しかしながら、持続化給付金の支給は遅延が常態化しており、その原因は、自治体の予算
であるため、新型コロナウイルスに限らず、災害等の場合には同様の事態に陥ることが想定される。そして、支給遅延のまま申
告期限を迎えると、未だ入金されていない補助金に対する納税を求められる。この不合理を解消するため、未支給である損失
補填目的の補助金について、補填すべき損失を上回る金額が存在する場合、当該金額の益金算入の繰延べを求める。

　　　令和４年度　税制改正要望事項（館山法人会）	
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◎
新
年
度
第
一
回
理
事
会

　

四
月
二
十
三
日
（
金
）

　

夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

・
令
和
２
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

・
令
和
２
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

・
役
員
改
選
に
つ
い
て

・
第
四
十
九
回
定
時
総
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

出
席
者　
　
　

三
十
三
名

◎
第
四
回
理
事
会

　

�

定
款
第
38
条
の
規
定
に
よ
り
決
議
の
省
略

を
行
っ
た
。

・����

令
和
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）
の
件

・��

令
和
３
年
度
収
支
予
算
（
案
）
の
件

◎
監
査
会

　

四
月
二
十
日
（
火
）

　

法
人
会
事
務
局
に
て

・�

令
和
２
年
度
収
支
決
算
監
査

　
　
　
　
　

出
席
者　
　
　

四
名

理 

事 
会 
等

第 1回広報委員会　7月 19日

第 1回税制委員会　５月 10日

新年度第 1回理事会　4月 23日

役
員
改
選　

新
部
会
長
に
柴
田
一
氏
選
出

◎
役
員
会

　

三
月
十
六
日
（
火
）

　

夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

・�

定
時
総
会
に
つ
い
て

・�

役
員
改
選
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
　
　

六
名

広
報
委
員
会

青
年
部
会

令
和
４
年
度
税
制
改
正
要
望
協
議

◎
第
一
回
税
制
委
員
会

　

五
月
十
日
（
月
）
法
人
会
事
務
局
に
て

・
令
和
四
年
度
税
制
改
正
要
望
に
つ
い
て
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
　
　

八
名

会
報
編
集
会
議

◎
第
一
回
広
報
委
員
会

　
七
月
十
九
日
（
月
）
法
人
会
事
務
局
に
て

・
会
報
一
二
二
号
編
集
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
　
　

七
名

税
制
委
員
会

◎
役
員
会

　

五
月
十
九
日
（
水
）

　

夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

・�

定
時
総
会
に
つ
い
て

・�

役
員
改
選
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
　
　

五
名

◎
定
時
総
会　

　

六
月
三
日
（
木
）

　

夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

・�

令
和
２
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

・�

令
和
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・
役
員
改
選
に
つ
い
て

・
税
務
研
修
会

　
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
」

　
　
　

講
師　

三
棹
貴
史
法
１
調
査
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　

十
八
名

◎
青
連
協・女
連
協
合
同
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
※
交
流
会
は
中
止
）

　

六
月
二
十
一
日
（
月
）

　

ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
に
て

　
「
大
人
の
食
育
」

　
　
　

管
理
栄
養
士
、

　
　
　
（
株
）
エ
ビ
ー
タ
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　

浅
野　

ま
み
こ　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　
　
　

五
名

青年部会定時総会　６月３日
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ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
に
て

　
　
「
大
人
の
食
育
」

　
　

管
理
栄
養
士
、

　
　
　
　
（
株
）
エ
ビ
ー
タ
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　

浅
野　

ま
み
こ　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　
　
　
　

六
名

　

女性部会定時総会　５月 19日

源泉研究部会定時総会　５月 14日

役
員
改
選　

古
宮
部
会
長
再
任

◎
定
時
総
会

　

五
月
十
四
日
（
金
）

　

館
山
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
て

　

・
令
和
２
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

・
令
和
３
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

　

・
役
員
改
選
に
つ
い
て

　

・
税
務
研
修
会

　
「
源
泉
所
得
税
の
改
正
に
つ
い
て
」

　
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
」

　

講
師　

礒
貝
圭
一
郎
法
１
事
務
官

　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
　
　

十
一
名

女
性
部
会

役
員
改
選　

清
宮
部
会
長
再
任

◎
社
会
貢
献
活
動

　

若
潮
マ
ラ
ソ
ン
中
止
の
た
め
未
実
施　

◎
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
新
潟
大
会

　

�

四
月
十
五
日
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
大

会
が
十
一
月
十
六
日
に
延
期

◎
定
時
総
会

　

五
月
十
九
日
（
水
）

　

夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

・
令
和
２
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・
役
員
改
選
に
つ
い
て

・
税
務
研
修
会

　
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
」

　
　
　

講
師　

三
棹
貴
史
法
１
調
査
官

　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
　
　

三
十
五
名

◎
女
連
協
・
青
連
協
合
同
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
※
交
流
会
は
中
止
）

　

六
月
二
十
一
日
（
月
）

源
泉
研
究
部
会

医
療
部
会

◎
定
時
総
会
…
…
中
止

役 職 名 氏　　名 法　　人　　名 住　　所 備考

常任理事 早 川 光 樹 ㈲早かわ洋蘭 南房総市 〃

〃 小 川 玉 江 ㈱鴨川ユニバースホテル 鴨 川 市 〃

〃 日 暮　　 靖 ㈲ヒグラシ 館 山 市 〃

〃 栗 原 保 博 ㈱吹代の里 南房総市 〃

〃 安 田 三 喜 夫 安田木材㈲ 館 山 市 〃

〃 望 月　　 昇 ㈱望月ゴム 館 山 市 〃

〃 川 名 陽 一 ㈲カワナ管理 鴨 川 市 〃

〃 古 宮 真 一 コミヤ味工㈱ 館 山 市 〃

〃 柴 田 栄 樹 鋸南開発㈱ 鋸 南 町 〃

〃 高 梨　　 潔 幸洋電設㈱ 南房総市 〃

〃 齋 藤 守 彦 ㈲斉藤塗装 鴨 川 市 〃

〃 小 原 將 弘 ㈱小原板金工業 鴨 川 市 〃

〃 庄 司 義 則 外房捕鯨㈱ 南房総市 〃

〃 落 合　　 薫 ㈲エーエルシー住設 鴨 川 市 〃

〃 篠 忠 昭 ㈱ケイテイエス 鴨 川 市 〃

〃 辰 野 方 哉 ㈱アークス 館 山 市 〃

〃 鈴 木 辰 也 ㈲たつみ商会 鋸 南 町 〃

〃 鈴 木 誠 一 ㈲鈴木モータース商会 館 山 市 〃

〃 小 林　　 稔 ㈲小林貴金属店 館 山 市 新

〃 鈴 木 利 恵 ㈱やます 南房総市 〃

〃 柴 田　　 一 鋸南不動産㈱ 鋸 南 町 〃

監　 事 鈴 木 弘 明 ライフパートナー税理士法人 館 山 市 再

〃 刈 込 浩 一 花房製菓㈱ 鴨 川 市 新

〃 伊豆倉和之 共進テック㈱ 館 山 市 〃

役 職 名 氏　　名 法　　人　　名 住　　所 備考

名誉会長 本間　　明 館山信用金庫 館 山 市 再

相 談 役 平 田 哲 平 東海建設㈱ 鋸 南 町 〃

会　 長 本間　　亨 房州物流㈱ 館 山 市 〃

副 会 長 鈴 木 義 康 ㈱鈴木工務店 鋸 南 町 〃

〃 平 野 好 正 ㈱米屋 南房総市 〃

〃 秋 山 準 治 ㈲秋山呉服店 館 山 市 〃

〃 綱 嶋 茂 信 ㈲綱島タイル興業所 鴨 川 市 〃

〃 清 宮 和 子 ㈲銀鱗荘ことぶき 南房総市 〃

常任理事 宮 沢 治 海 ㈲宮沢書店 館 山 市 〃

〃 友野　　修 ㈲友野モータース 館 山 市 〃

〃 川 名 光 俊 ㈱清水屋商店 館 山 市 〃

〃 早 川 金 光 ㈱早川 南房総市 〃

〃 島 田 誠 一 ㈱サン建築総合事務所 鴨 川 市 〃

〃 吉本　　晃 ㈲川崎洋品店 南房総市 〃

〃 吉 田 政 紀 東生産業㈱ 館 山 市 〃

〃 平 田 英 雄 東海建設㈱ 鋸 南 町 〃

〃 飯 田 彰 一 ㈲白浜飯田屋 南房総市 〃

〃 手塚　　節 ㈲手塚工務店 鋸 南 町 〃

〃 田 原 智 之 鴨川市漁業協同組合 鴨 川 市 〃

〃 濵島　　修 ㈱浜島製作所 館 山 市 〃

〃 谷　　昭一 ㈱谷工務店 鴨 川 市 〃

〃 本 橋 亮 一 ㈲もとはし 館 山 市 〃

〃 角田眞一郎（医）博正会 館 山 市 〃

〃 村 井 智 博 ㈲村井 鋸 南 町 〃

（公社）館山法人会役員名簿
（令和３年６月９日）敬称略
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今 後 の 事 業 実 施 予 定
令和3年9月以降

月　日 事　　業　・　会　　議 会　場　等

�����9 月�　��7 日 法人会理事会・福利厚生制度推進連絡協議会 夕日海岸昇鶴

���10 月�　��7 日 全法連全国大会（岩手大会） 岩手県　盛岡市民文化ホール

��� 　�12 日 パソコン教室 館山商工会館

� �11 月　�� 決算期別法人説明会

新設法人説明会

� �� 　�12 日 納税表彰式 夕日海岸昇鶴

�　　　�����16 日 全法連女性フォーラム（新潟大会） 新潟県　朱鷺メッセ

　　　　���26 日 全法連青年の集い（佐賀大会） 佐賀県　佐賀文化会館

※予定が変更となる場合がございますので、詳しくはホームページをご覧ください。

くわしい内容と受付は11月に会員全員に封書で通知します。

一日人間ドック型式で一日人間ドック型式で
年に一度は生活習慣病チェック

① 2022 年 1月13 日（木）　鴨川市文化体育館（鴨川市太尾 866-1）

② 2022 年 1月14 日（金）　館山商工会館（館山市八幡821）
　　　　　　　　15 日（土）　　　　　　　　〃

実施日
・

会　場

< コース名・検査項目 >
◎ 総合コース
Ａコース＋超音波（腹部、胆・肝・膵・腎・脾５
臓器）＋腫瘍マーカー（CEA・AFP・CA19-9）
検査＋C型肝炎検査　喀痰検査

◎Ａコース
視力検査・聴力検査・呼吸器系・循環器系・消
化器系・腎機能検査・肝機能検査・膵機能検査・
糖代謝検査・高脂血症検査・高尿酸血症検査・
血液検査・便潜血検査・眼底検査・眼圧検査・
診察等

◎Ｓコース
Ａコースの消化器系（胃部Ｘ線・便潜血）検査
を省略したコース

< オプション >
　左記各コース受診の方に対し、ご希望により
行います。（別料金）

●�アミノインデックス検査（１回の採血で複数の
がんの可能性を評価）
● �Lox-index 検査（脳梗塞・心筋梗塞の発症リ
スクの検査）

●�頸動脈超音波検査
●�女性健診（女性対象超音波検査）
● �MAST48mix（アレルギー検査）
● �ABC 検診（胃ガンリスク検診）
● �CYFRA（肺がん腫瘍マーカー）
●�前立腺腫瘍マーカー検査 (PSA)
●�腸内フローラ検査
●�新型コロナウイルス抗体検査

※会員は特別料金（割引）で実施しています。
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◆ 

近
年
よ
く
使
わ
れ
る
「
腸
内
フ
ロ
ー
ラ

の
改
善
」
も
同
じ
意
味

　
流
行
語
に
も
な
っ
た
「
腸
活
」
と
は
読
ん
で

字
の
如
し
で
、
“
第
２
の
脳�

”
と
も
呼
ば
れ
る

腸
の
活
動
や
働
き
を
良
く
す
る
こ
と
で
す
。
食

事
や
運
動
に
配
慮
し
て
、
重
要
な
臓
器
で
あ
る

腸
の
機
能
向
上
を
目
指
す
と
同
時
に
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
も
取
り
入
れ
る
こ
と
を
積
極
的
に

呼
び
か
け
、
腸
活
と
は
『
腸
内
環
境
を
改
善
す

る
こ
と
』
と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
後
発
の
「
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
の
改
善
」

は
、
何
と
も
し
ゃ
れ
た
感
じ
は
し
ま
す
け
れ
ど
、

実
は
「
腸
内
環
境
の
改
善
」
と
全
く
同
じ
意
味

な
の
で
す
。
そ
こ
で
分
か
り
や
す
く
「
腸
内
フ

ロ
ー
ラ
」
と
は
何
な
の
か
、
の
説
明
か
ら
入
る

こ
と
に
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
腸
の
中
に
は
多
種
多
様
の
細
菌

が
す
み
つ
い
て
い
て
、
そ
の
数
は
実
に
１
，

０
０
０
種
、
１
０
０
兆
個
に
及
ぶ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
フ
ロ
ー
ラ
と
は
英
語
で
お
花
畑
の
こ

と
で
す
が
、
腸
内
細
菌
を
顕
微
鏡
で
覗
く
と
、

ま
る
で
お
花
畑
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

腸
内
細
菌
は
「
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
無
限
大
と
も
言
え
る
腸
内
細
菌
は
３
種

類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
体
に
良
い
働
き
を
す
る

「
善
玉
菌
」、
悪
い
働
き
を
す
る
「
悪
玉
菌
」、
ど

ち
ら
に
も
属
さ
な
い「
日
和
見(

ひ
よ
り
み)

菌
」

で
す
。
そ
し
て
種
類
別
の
腸
活
と
は
、
善
玉
菌

を
増
や
し
、
悪
玉
菌
を
減
ら
し
、
日
和
見
菌
を

な
る
べ
く
多
く
味
方
に
つ
け
る
こ
と
、
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
言
う
と
、
善
玉
菌
は
ビ
タ
ミ
ン
の

合
成
、
消
化
吸
収
、
老
化
防
止
、
健
康
維
持

に
影
響
を
及
ぼ
す
細
菌
で
、
代
表
的
な
の
は
ビ

フ
ィ
ズ
ス
菌
、
乳
酸
菌
で
す
。
次
に
悪
玉
菌
は

文
字
通
り
体
に
悪
さ
を
す
る
細
菌
で
、
腸
内
で

有
害
物
質
を
つ
く
り
出
す
ほ
か
、
便
秘
や
下
痢

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
代
表
的
な
の
は
ウ
ェ

ル
シ
ュ
菌
、
ブ
ド
ウ
球
菌
で
す
。
そ
し
て
日
和

見
菌
は
、
健
康
な
時
は
お
と
な
し
く
し
て
い
ま

す
が
、
体
が
弱
っ
た
り
す
る
と
仮
面
を
脱
い
で

悪
さ
を
始
め
ま
す
。
代
表
的
な
の
は
大
腸
菌
、

連
鎖
球
菌
、
バ
ク
テ
ロ
イ
デ
ス
菌
な
ど
で
す
。

◆ 

ま
ず
食
生
活
を
見
直
し
、
適
度
な
運
動

と
十
分
な
睡
眠
を

　

食
事
で
は
何
を
食
べ
れ
ば
良
い
か
の
前
に
、

必
ず
実
行
し
て
欲
し
い
、
守
っ
て
欲
し
い
、
大

前
提
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
毎
日
、１
．
５
リ
ッ

ト
ル
ほ
ど
の
水
を
飲
む
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
。　
　

そ
し
て
、
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
３
食
き
ち
ん

と
食
事
を
す
る
こ
と
で
す
。
会
社
勤
務
の
方
は

難
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
出
来
る
限
り
努

力
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
次
に
、
毎
日
食
し
た
い
の
は
、
優
れ
た
効
能

を
持
つ
乳
酸
菌
・
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
た
っ
ぷ
り
の

ヨ
ー
グ
ル
ト
、
そ
れ
に
善
玉
菌
の
好
む
オ
リ
ゴ

糖
の
多
い
牛
乳
で
す
。
こ
れ
が
両
横
綱
と
言
え

ま
す
。

　
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
発
酵
食
品
も
腸
を

き
れ
い
に
す
る
働
き
を
し
ま
す
。
納
豆
を
筆
頭

に
味
噌
、
漬
け
物
、
鰹
節
、
甘
酒
で
す
。
前
述

の
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
ほ
か
チ
ー
ズ
、
キ
ム
チ
も
、

こ
の
仲
間
に
入
り
ま
す
。

　
食
物
繊
維
の
多
い
野
菜
も
お
勧
め
で
す
。
ゴ

ボ
ウ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
オ
ク
ラ
、
セ
ロ
リ
、
サ
ツ

マ
イ
モ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な

ど
で
す
。
食
べ
物
で
は
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
、
寒

天
な
ど
の
海
藻
類
、
シ
イ
タ
ケ
、
シ
メ
ジ
な
ど

の
き
の
こ
類
、
バ
ナ
ナ
、
ミ
カ
ン
、
グ
レ
ー
プ

フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
果
物
類
も
、
腸
活
食
品
の
上

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

腸
を
活
発
に
す
る
に
は
運
動
も
大
切
で
す
。

た
だ
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
は
苦
手
」
と
尻
込
み
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
ん
の
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン

グ
で
十
分
で
す
。
と
に
か
く
体
を
動
か
し
て
体

の
外
側
か
ら
腸
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
が
、
推

奨
さ
れ
る
正
し
い
腸
活
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
動
く
こ
と
と
同
時
に
休
む
こ
と
、
そ
う
睡
眠

も
大
事
で
す
。
睡
眠
不
足
は
体
内
の
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
や
自
律
神
経
の
機
能
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
の
で
、
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
よ
う
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
を
身
に
つ
け
、
熟
睡
を
心

掛
け
た
い
で
す
ね
。
入
浴
は
心
身
を
休
め
さ
せ

ま
す
が
、
寝
酒
は
度
を
過
ご
す
こ
と
が
あ
る
の

で
控
え
ま
し
ょ
う
。　

◆ 

１
日
に
１
回
は
自
分
の
便
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
腸
内
環
境
を
知
ろ
う

　
さ
て
最
後
は
、
自
分
の
腸
内
環
境
を
知
る
上

で
最
も
基
本
的
で
あ
る
の
に
、
あ
ま
り
さ
れ
て

正
し
い「
腸
活
」を
習
慣
づ
け
て
、

悔
い
の
な
い
毎
日
を医療

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

大　

谷　

克　

弥

[

筆
者
紹
介]

大
谷
克
弥
（
お
お
た
に
・
か
つ
や
）
医
療

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
東
北
福
祉
大
学
講
師
。

日
本
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
会
員
。

読
売
新
聞
社
出
身
、
在
職
中
に
長
期
連
載

「
医
療
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
創
設
。
現
在
は
フ

リ
ー
で
、
著
作
、
講
演
活
動
な
ど
に
従
事
。

い
な
い
チ
ェ
ッ
ク
法
の
お
勧
め
で
す
。
そ
れ
は

自
分
の
便
を
、
自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
。

排
便
回
数
に
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
１
日
に

１
回
の
日
が
あ
れ
ば
必
ず
メ
モ
を
し
、
不
定
期

続
き
で
あ
っ
て
も
平
均
回
数
を
同
様
に
頭
に
入

れ
ま
し
ょ
う
。
回
数
の
結
論
は
、
１
日
か
ら
３

日
以
内
に
一
度
、
す
っ
き
り
し
た
便
が
あ
れ
ば

正
常
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

　
次
は
色
で
す
が
、
推
奨
は
黄
褐
色
で
す
け
れ

ど
茶
色
も
ま
ず
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
黒
っ
ぽ
い

の
は
便
秘
の
人
に
多
い
よ
う
で
す
が
、
痔
持
ち

で
な
い
の
に
血
が
混
じ
っ
て
赤
い
と
か
、
薬
を

飲
ん
で
な
い
の
に
白
い
場
合
は
、
早
急
な
検
査

が
必
要
と
肝
に
銘
じ
て
下
さ
い
。

形
は
昔
か
ら
見
本
と
さ
れ
て
い
る
バ
ナ
ナ
型
が

理
想
で
す
。
そ
し
て
腸
内
が
き
れ
い
で
あ
れ
ば
、

便
に
は
臭
い
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
腸
内

が
汚
れ
て
い
た
ら
便
も
オ
ナ
ラ
も
臭
い
が
強
く

な
る
、
と
覚
え
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
は
洋
式
ト
イ
レ
が
普
及
し
て
便
の

チ
ェ
ッ
ク
が
簡
単
に
な
っ
た
の
で
、
出
来
れ
ば

１
日
に
１
回
、
そ
れ
も
毎
朝
、
便
器
と
自
分
の

便
を
見
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
便
器
に
つ

い
て
い
た
赤
い
色
は
何
か
と
病
院
で
検
査
を
受

け
、
大
腸
が
ん
と
分
か
っ
た
ケ
ー
ス
は
無
数
に

あ
り
ま
す
。

千倉小学校　入選作品千倉小学校　入選作品

鋸南小学校　入選作品鋸南小学校　入選作品
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大
河
ド
ラ
マ
や
新
一
万
円
札
の
図
柄
に
な
る
こ
と
で
注
目
を
集
め
て
い
る

渋
沢
栄
一
は
、
館
山
に
も
ゆ
か
り
が
あ
る
人
物
で
す
。
館
山
市
船
形
に
は
、

渋
沢
栄
一
の
書
に
よ
る
巨
大
な
磨
崖
碑
（
ま
が
い
ひ
）
が
今
も
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

磨
崖
碑
に
は
養
育
院
の
事
業
や
安
房
分
院
の
由
来
、栄
一
や
尽
力
し
た
人
々

の
功
績
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
船
形
学
園
裏
山
の
崖
に
、
高
さ
約
10
ｍ
幅
6
ｍ
、
文
字
の
大
き
さ

30
㎝
四
方
と
い
う
巨
大
な
磨
崖
碑
が
あ
り
ま
す
。
明
治
の
大
事
業
家
渋
沢
栄

一
が
初
代
院
長
と
な
り
、
明
治
43
年
に
社
会
福
祉
施
設
と
し
て
同
園
が
開
設

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
大
正
3
年
、
時
の
船
形
町
長
正
木
清
一
郎
が
有

志
を
募
り
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。
渋
沢
自
身
の
書
に
な
る
碑
文
で
し
た
が
、

現
在
は
文
字
の
風
化
が
は
げ
し
く
、ま
た
戦
時
中
の
軍
に
よ
る
破
か
い
も
あ
っ

て
、
往
時
の
姿
を
み
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
磨
崖
碑
は
非
公
開
の
た
め
現

地
で
の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。）

【
表
紙
】
渋
沢
栄
一
翁
と
磨
崖
碑
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
様
々
な

制
約
を
受
け
た
生
活
が
長
期
間
に
わ
た
り
、
心
身
と

も
に
疲
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん
で
き
ま
し
た
が
、

従
前
の
よ
う
な
生
活
に
は
程
遠
く
、
ま
だ
ま
だ
安
心

で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
防
止
策
の
徹

底
な
ど
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
を
封
じ
込
め
、
経
済
活
動

を
活
性
化
さ
せ
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
、

願
っ
て
い
ま
す
。

編 集 後 記

（
提
供
：
館
山
市
立
博
物
館
）

  

  

  

  

  

  

  

法人県民税・事業税の地方税も、地方税ポータルシステム『ｅＬＴＡＸ』を利用すれば、インターネット

経由で電子申告、電子申請・届出及び電子納税を行うことができます。 

  

  電子申告、電子申請・届出及び電子納税についての手続きや、都道府県・市町村のサービス状況 

などの詳細は、「地方税共同機構」が運営する「ｅＬＴＡＸホームページ」をご確認ください。 
 

  

  

  

  

  

 

 

【お問合せ先】千葉県館山県税事務所 課税課 ☎0470-22-7117 

https://www.pref.chiba.lg.jp/zeimu/tetsuzuki/eltax.html 

 

 

エルレンジャー 

  

 
千葉県マスコットキャラクター 

チーバくん 

法法人人県県民民税税・・事事業業税税のの申申告告、、納納税税ににはは  

 『『ｅｅLLＴＴＡＡＸＸ』』（（エエルルタタッッククスス））ををごご利利用用くくだだささいい。。  

 

 

詳詳ししいい情情報報はは、、ｅｅＬＬＴＴＡＡＸＸホホーームムペペーージジへへ   

ｅｅＬＬＴＴＡＡＸＸホホーームムペペーージジ：：https://www.eltax.lta.go.jp/ 
ななおお、、ｅｅＬＬＴＴＡＡＸＸホホーームムペペーージジごご利利用用にに際際ししてて、、ごご不不明明なな点点ががごござざいいままししたたらら、、    

ｅｅＬＬＴＴＡＡＸＸホホーームムペペーージジのの「「よよくくああるるごご質質問問」」ををごご覧覧くくだだささいい。。  

ｅｅＬＬＴＴＡＡＸＸホホーームムペペーージジのの「「よよくくああるるごご質質問問」」：：https://eltax.custhelp.com/ 

日　時：10月 12日（火）13:30 ～ 16:30
場　所：館山商工会館
定　員：先着 15名
参加費：会　員　3,000 円／人　　
　　　　非会員　5,000 円／人

お申し込み・お問い合わせは　
公益社団法人館山法人会（電話 0470-22-1389，FAX 0470-23-3195）

パソコンセミナーの
お知らせ

仕事に役立つ！エクセル基礎講座

パソコンセミナーパソコンセミナーのの
お知らせお知らせ


